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卒業論文中間報告
『学内研究室におけるネットワークセキュリティの実態調査と改善提案』
■仮説
現在のシステムでは一般ユーザのセキュリティに関する認識不足により、

　不測の事態を防ぎきれていないのではないだろうか？
■調査内容

・現状の研究室内ネットワークのセキュリティ強度の計測。

・同ネットワークの1ヶ月間の監視。

■今後のスケジュール

9月

・調査に関する詳細の決定（手法、ツールの選定、各所への許可申請）

・現状の正確なネットワーク設計の把握。
10月

・研究室内の端末およびサーバーを1ヶ月間監視。

・ネットワークのセキュリティ強度の計測。

11月

・調査結果の集計、分析。改善箇所が発見された場合は対処の作成。

12月

・まとめ

■課題

・10月に予定している調査時に外部からのアタックがあった場合を想定したテストを行うために、実際になんらかのツールを用いてアタックを行いたい。
＞これに対して学校側からの許可を得ることができるのか？

・検査ツールやアタックツールはフリーウェアのもので代替しなければならない。

・前回のレビューでお聞きした「沼田先生による指導ができない範囲ではないか？」という指摘に対しての回答が出せなかった。
